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リモートセンシングデータによる月クレーター形成過程の理解

Formation of lunar craters: analyses with remote sensing data
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月周回衛星 SELENEに搭載される光学観測機器 LISMは，月の地形，地質に関する網羅的なデータを取得する．LISM
データで可能となるサイエンスは多岐にわたるが，本発表では特に月クレーターの形成過程を理解する上での LISMデー
タの重要性を論ずる．クレーター形成の三段階のうち，接触段階では衝突に伴う高温高圧によって岩石が融解する．この
インパクトメルトは，その後の掘削段階であるものはクレーター外に放出され，あるものは内部に残留する．LISMデー
タを用いてメルトの総量やその分布を知ることが可能である．また．掘削段階では破砕された岩石片が大量にクレーター
外へ放出され，二次クレーターを形成する．LISMの高解像度データを用いて，二次クレーターの分布を解析することで，
掘削段階の諸過程を理解する手がかりを得ることができる．最後の変形段階についても，クレーターの中央丘，内壁など
における地質ユニットの分布をもとに，変形前の地下構造を再構成することで，変形の過程を再現することができるよう
になる．クレーター形成の科学は，実験手法の改善や計算機シミュレーションの発達によって，ここ数年で大きな進展が
あった．最新の知見をもとに，SELENE/LISMによる新たな観測データを解釈することで，さらなる発展が期待できる．


